
すべては深層国家による大規模ニセ旗攻撃に行き着く 

衝突必至の 2019——どちらが先か、トランプの弾劾裁判か泥沼の起訴裁判か？ 

            あまりにも醜いことが起きる 

 

 

【訳者注】この SOTN の現状分析と解説は、深いうえにわかり易く、わずかなニュースだ

けを見て、よく理解できない人々に対しては、「何だ、このようにわかり易く説明ができる

ではないか！」と驚かせる記事ではなかろうか？ 大多数の人は、この問題の理解そのもの

を諦めているだろう。現状を正しく理解することは、かなりの予測能力をもつということ

で、ある程度の覚悟をして生きられるということである。かりに自分が死ぬ可能性が高いと

しても、人生に見通しがないよりは、ある方がよい。 
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“アメリカの実験” のこの危機的段階において、トランプ軍艦が、深層国家氷山に衝突するの

を避けるすべは全くない。それは仮定でなく時間の問題である。…そして轟音をたてる衝突

はすぐにでも起こるだろう。 

 

実際、それは双方とも、相手をよける様子は全くなく、なんとも醜い争いになることだろう。

トランプがあい変わらず、“ロシア・ゲート” 詐欺を暴く固い決意をもっているように、深

層国家の方も、これを隠ぺいする固い決意をしている。 
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2020年選挙に至る過程で、すべては、双方が捕虜を取らない方向に動いている。それは、

ほんのかすり傷や火傷の戦争戦略でも、勝利を得られるからであり、特に、ワシントン DC

の内部で荒れ狂っている全面戦争を考えれば、なおさらである。 

 

弾劾裁判 

民主党員は、トランプ大統領が、彼ら全部についての、現行の扇動と、明白な大逆を証明す

る証拠を持っていることを、知っている。民主党員は自棄的になっていて、いまだに白昼

堂々と、ソフトクーデタを試みようとしている。 

 

したがって暗殺計画は別としても、深層国家の第一の武器は、弾劾である。共和党が多数派

なので、上院での有罪判決はありえないが、民主党員は、トランプの再選を防ぐために、世

間を騒がす政治的ドラマを利用するだろう。ペロシ下院議長は、ひたすら満を持して、“弾

劾カード” を切るときを待っている。民主党幹部会の内部に、ぎりぎりの数の支持者がおり、

もっと多くの RINO（名前だけの共和党員）がこの大義に参加するなら、ペロシは、トラン

プを、このハイリスクのポーカー勝負に呼び出すだろう。 

 

愛国者たちが理解しておくべき非常に重要なことは、堕落警官のロバート・ミュラーが、深

層国家に入れ知恵をされて、この腐敗した調査を始めるのに、2つの主な理由があったこと

である。 

 

第一に、司法省を使って、トランプのビジネスの欠陥を掘り起こさせ、次にこれを証拠

として利用し、彼が活動したさまざまの司法管轄区域（例、ニューヨーク南区合衆国地

方裁判所）に委託して調査させることである。深層国家の民主党員たちは、ロシア・ゲ

ートの魔女狩りが完全にフェイクであることを知っていたが、これを可能なあらゆる

やり方で、トランプの跡をつける口実に利用した。 

 

第二に、深層国家は、そもそもの初めから、トランプが彼らの「政治的妨害のわな」に

引っかかることを知っていて、その通り引っかかった。トランプは、ただのツイッター

を書くトランペット吹きだったといえ、深層国家の共謀者たちは、彼が法的に「妨害」

と解釈される文言を用いることは、間違いないと考えていた。 

 

しかし、扇動を証明する固い証拠があるので、トランプが、明らかに民主党のクーデタであ

るものを止めようとするのは、完全に正当なことだった。必要なあらゆる手段でクーデタを
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食い止めること以外に、大統領はどんなことができるだろうか？ 

 

トランプの多くのロシア・ゲート否定宣言は、専門的・法的には、政治的妨害の告訴に入る

かもしれないが、彼の “犯意” は明らかに、ホワイトカラーの反乱を抑え込もうとする強い

欲求である。結局、オバマとその一統は、トランプから選挙を盗み取るための、可能なあら

ゆる試みをしている。彼らが、トランプの就任以来、その政権を覆そうと、あらゆる見え見

えの試みをしたのも同じだ。2016年選挙以来、情け容赦ない共産主義者の反乱があったこ

とを考えれば、トランプがいまだに職に就いていることは、考えられないほどである。 

 

この比類のないクーデタの “真の美点” は、アメリカの民衆が、この民主党の犯罪と腐敗を、

トランプが 2015年 6月に大統領選出馬を——テレビのプライムタイムに――最初に宣言し

て以来、ずっと目撃してきたことである。そのおかげで民主党は、自分を吊るすための大量

のロープを与えられてきた。そしてその行為を、彼ら全員が実行している。 

 

人は、現職の大統領にクーデタを仕掛けながら、よくもこんな馬鹿げた、考えなしのことが

できたものだと呆れるだろう。本質的に、これらソロスの援助による紫革命家たちは、全国

至る所で、彼らのあらゆる場所での犯罪場面を、ビデオや、さまざまな記録に取らせている。 

 

「ご用心： 紫革命がアメリカにやってくる… ジョージ・ソロス、クリントン犯罪家族、

オバマ政権のご好意による」 http://stateofthenation2012.com/?p=56307  

 

ここで肝心のポイントは、ひとたびヒラリーが敗北すれば、すべてが変わってしまうという

ことである。トランプは、途方もない犯罪行為や蔓延する腐敗の、すべてを証明する記録を

手にするだろう。NSA（国家安全保障局）は、大統領を失脚させるために、この高度に複雑

な犯罪共謀の過程で犯された、あらゆる犯罪のデジタル記録を持っている。これは他の秘密

のデータ収集局でも同様で、ちなみに、そのいくつかは外国にも存在している。 

 

衝突必至の 2019年 

この急速に激化しつつある事態を考えるならば、今、ワシントン内部では “完全な嵐” が起

こりつつある。そのことから、この前例のない政治的スーパー・ストームが、ワシントン DC

を、米国歴史上、他に例のなかった、ずたずた状態に引き裂くことは確実である。 

 

すべてに浸透し、かつ恐ろしく強力な深層国家を、不屈のトランプ運動に向き合わせてみる

ならば、それは、タイタニック号が氷山とぶつかるイメージであろう。ただ、この特別の場

合には、“トランプ船長” は、ロシア製の砕氷船を操るかもしれない。その場合には、深層
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国家という氷山は、木っ端みじんに砕けると思われる。 

 

この画期的な戦争で、双方にとって真に重大な問題は、米連邦政府を、最終的にどちらが支

配するかだけでなく、あらゆる機会に米大統領を追い出そうとしている、多くの大逆犯たち

に対する、真剣な刑期の問題である。 

 

トランプについていうなら、もし彼がこの危機的な2019年戦争に敗れるなら、深層国家は、

彼が大統領に立候補したことを後悔するほど、彼の人生を惨めなものにし続けるだろう。同

様に、彼の家族と親友たちも、彼の多くの重要な政治的支援者や寄付者とともに、大いに苦

しむであろう。しかし、彼の政権のスタッフとなった人々は、未来の“ドナルド・トランプ

たち” を支持することを思い切りろうとして、最も苦しい思いをするであろう。もしトラン

プが 2020年競争に負けるならば、民主党員は確実に、彼の生涯の終わりまで、彼を迫害す

るであろう。 

 

いずれにせよ、2019年 7月 4日（独立記念日）は、ワシントン DC において、他に例のな

い花火大会を見る可能性が高い。「左翼」の首脳部が見せる大パニックは、例のないものに

なる。彼らの行動は、トランプの極秘解除の方針に対する、恐怖の大きさを明らかにする。

現に今、それが、犯罪者同士のキチガイじみた争いとして、起こっている。それはまるで、

沈みゆくオバマ船を逃げ出そうとしたネズミたちが、今度はお互いを、狂ったように食い始

めたかのようだ。このような異常な光景は、アメリカの TV でも見たことがない。 

 

ちなみに、このようなことが起こっているのは、ヒラリーが勝つことを、民主党が全く疑わ

なかったからである。ひとたびトランプが勝つと、基本的に共産主義の民主党は、トランプ

を追い出そうとして、文字通り気が狂った。その過程で、彼らはあまりにも多くの法を犯し

たので、こちらの気がおかしくなるほどだ。 

 

現在、あまりにも多くのスキャンダルがあって、誰もその全部を覚えている者はいない。し

かも、それぞれの犯罪的陰謀が、そのスタッフの選択と、トップレベルの介入において、非

常に深く広いだけでなく、その一つ一つが、念の入った隠ぺいを要求している。あけすけに

事実を言えば、それだけ多くの同時的隠ぺいを効果的に保持するのは、不可能だということ

だ。誰にもそれはできない。深層国家とならず者 CIA の暗黒作戦に、戦略的にセットされ

た AI 頭脳でも、それは不可能である。 

 



 

 

 

 

CIA お手製のテロ 

 

 

 

 

ニセ旗大量死傷事件 

深層国家の真の死活にかかわる問題のゆえに、すべては、近い将来に起こる、もう一つのニ

セ旗大量死傷事件を指している。 

 

このブラック作戦が、どれくらい成功するかしないか、その結果によって、この同じ犯罪者

たちは、2つ目のニセ旗を決行するか、もしかして 3つ目のそれをやるかが決まる。 

 

彼らの高度に目的を持つミッションは、アメリカ人の意識に十分なショックと恐怖を与え、

PTSD 状態にまで追い込むことである。そのようにして彼らは、そのとき初めて、支配的な

物語を完全に自分のものにして、最初のアメリカのクーデタが、トップダウン式に世に知れ

るように操作することができる。 

 

現実を見よう：——アメリカの情報局共同体は、スパイ・ゲートの完全な暴露を許容するこ

とはないだろう。あらゆる一つひとつの情報局は、FBI、DoJ、CIA を含むように巻き込ま

れるだろう。それはオバマ政権の多くの高級官僚がそうだった。 

http://stateofthenation2012.com/?p=100384  

 

オバマ自身は、ヒラリー・クリントンの、不法なホーム・サーバーと私的 Eメールを知って

いたが、ウソをついていた。なぜなら彼は現実に、この不法な取引を容認していたからであ

る。したがって、この元大統領は、Eメール・ゲートとサーバー・ゲートの両方に関連した、

多くの法律違反に対し、完全に起訴されうる立場にある。 

 

「なぜ、クリントンの E メール・ゲートのスキャンダルが、それほど巨大なのか？」

http://stateofthenation2012.com/?p=41764  
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これに、トランプ時代におけるもっと大きなスキャンダル――盗聴ゲート、スパイ・ゲート、

FISAゲート、（ロシア癒着）文書ゲート――を、すべて加えるならば、深層国家は居場所の

すべてが吹き飛ばざるを得ないだろう――もし強制調査に対して、必死に蓋をしていたと

するならば。 

 

結局、泥沼ゲートが大きく吹き飛ぶならば、ワシントン DC の泥沼は、(1)深層国家の起訴

された要員、（２）ならず者情報局員、（３）議会の大逆犯、（４）米最高裁判所のペテン師、

(5)かつての政権のウソつき被指名者、（６）それに彼らの国家を売った元大統領、といった

者たちで溢れかえるであろう。 

 

「泥沼ゲート：すべての犯罪者が尻のくっついた者たちであるという、驚くべき事実を

知るべし」http://stateofthenation2012.com/?p=122755  

 

したがって、このすべてを深層国家のために、秘密にして保存するための、主要な、最も効

果的な方法は、９・11 級のテロ攻撃を勃発させることである。あるいは、多様なメディア

の話題を作り出して、それが、この激動する時間帯がつづく間、人の注意をそらし、ごまか

すように図ることである。 

 

これらさまざまの、CIA が指令し、FBI が隠ぺいするニセ旗作戦は、ここに説明するよう

な、多くの多様な形を取ることができる：——「自棄的な深層国家は、かならず大きなニセ

旗死傷事件を起こし、スパイ・ゲートの暴露をごまかすだろう」 

http://stateofthenation2012.com/?p=123220  

 

                       ——以上（最終部省略） 
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